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令和５年（2023年）令和５年10月30日発行

９
月
補
正
予
算
を

９
月
補
正
予
算
を
可
決
可
決

令
和
４
年
度
決
算
を

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定
認
定

２～４面★一般質問
　　５面★議案審議結果一覧表
６～７面★委員会の審査から　★令和４年度決算審査について
　　　　★委員会の行政視察　★常任委員会の活動状況　
　　　　★第１７期町田市議会改革調査特別委員会を開催
　　８面★可決した主な議案の内容　★本会議の質疑から
　　　　★意見書（要旨）
　　　　★第６回高校生との意見交換会の開催について
　　　　★令和４年度政務活動費の収支報告について
　　　　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、８月２９日から９月２９日ま
での３２日間にわたり開催され、議案５３件、
請願５件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は４７件を可
決、承認、認定、同意しました。
　議員提出議案は５件を可決、１件を否
決しました。
　また、市民から提出された請願は２件
を採択、２件を不採択、１件を継続審査
としました。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
（
第
４
号
、

第
５
号
及
び
第
６
号
合
算
）
は
１

０
３
億
２
０
９
７
万
２
千
円
と
な

り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
地
方
交
付
税
…
９
億
４
６
７

３
万
１
千
円
、
分
担
金
及
び
負
担

金
…
△
５
６
６
８
万
５
千
円
、
国

庫
支
出
金
…
１
億
６
６
３
８
万
１

千
円
、
都
支
出
金
（
第
４
号
及
び

第
５
号
合
算
）
…
１
億
７
２
４
万

円
、
繰
入
金
（
第
４
号
、
第
５
号

及
び
第
６
号
合
算
）
…
１０
億
９３
万

円
、
繰
越
金
…
６８
億
４
３
３
６
万

円
、
諸
収
入
…
３
１
２
万
９
千
円
、

市
債
…
△
６
億
６
１
０
０
万
円
で

す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

総
　
務
　
費

　

人
事
管
理
費
の
人
事
管
理
事
務

費
…
４
億
６
６
４
７
万
８
千
円
、

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…
４９

億
４
８
５
２
万
円
、
納
税
管
理
費

の
過
誤
納
還
付
金
…
１
億
８
千
万

円
。

民
　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
福

祉
事
務
費
…
２
億
９
９
６
７
万
２

千
円
、
医
療
事
業
総
務
費
の
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
繰
出
金
…
１

億
１
３
３
６
万
１
千
円
、
児
童
福

祉
総
務
費
の
児
童
福
祉
事
務
費
…

６
７
６
１
万
６
千
円
、
保
育
・
幼

稚
園
費
の
保
育
・
幼
稚
園
事
務
費

…
６
億
６
３
６
１
万
３
千
円
、
生

活
援
護
費
の
生
活
保
護
費
…
７
４

０
５
万
９
千
円
。

衛
　
生
　
費

　

保
健
予
防
費
の
保
健
予
防
事
務

費
…
△
７
２
２
９
万
１
千
円
、
保

健
予
防
費
の
予
防
接
種
費
…
１２
億

３
１
２
８
万
５
千
円
。

令
和
５
年
度

９
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

町田市議会（町田市公式）
＠machida_gikai

議会の情報などをどんどん発信しています。
右上の２次元コードより、フォローをお願いします！

X（旧 Twitter）で発信しています！

令和５年度（２０２３年度）9月補正　会計別予算構成表
（単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比（％） 構成比（％）
一 般 会 計 174,349,281 56.9 8,350,086 

（4号・5号・6号合算） 182,699,367 57.7 

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 
事　 業　 会　 計 42,246,889 13.8 609,928 42,856,817 13.6 
介 護 保 険 
事　 業　 会　 計 38,756,050 12.7 1,162,641 39,918,691 12.6 
後 期 高 齢 者 医 療 
事 業 会 計 13,418,061 4.4 159,969 13,578,030 4.3 
鶴川駅南土地区画 
整 理 事 業 会 計 434,064 0.1 3,798 437,862 0.1 
下 水 道 事 業 会 計 19,284,474 6.3 34,550 19,319,024 6.1 

収 益 的 12,084,916 3.9 34,550 12,119,466 3.8 
資 本 的 7,199,558 2.4 0 7,199,558 2.3 

病 院 事 業 会 計 17,850,132 5.8 0 17,850,132 5.6 
収 益 的 16,174,706 5.3 0 16,174,706 5.1 
資 本 的 1,675,426 0.5 0 1,675,426 0.5 

小　計 131,989,670 43.1 1,970,886 133,960,556 42.3 
合　　計 306,338,951 100.0 10,320,972 316,659,923 100.0 

１２
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

月
日

内　
　
容

11
29
㊌
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

30
㊍
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

12
４
㊊
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

５
㊋

本
会
議（
一
般
質
問
）

６
㊌

７
㊍

８
㊎

11
㊊
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

12
㊋
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

13
㊌
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

14
㊍
常
任
委
員
会
予
備
日

22
㊎
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

１１
月
２９
日（
水
）午
後
５
時

で
す
。

※
受
付
締
切
日
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

２０２３年７月にオープンした小山田子どもクラブ「ゆめいく」２０２３年７月にオープンした小山田子どもクラブ「ゆめいく」
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中
学
校
給
食
セ
ン�

タ
ー
／
補
助
拡
充

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

工
事
期
間
中
と
整
備
後
金

井
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
日
中
と
夜
間

利
用
は
従
来
ど
お
り
可
能
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
地
域
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
利
用
と
同

様
に
、
従
来
ど
お
り
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
市
内
産
農
産
物
を
活
用
す

る
取
組
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
使
用
食
材
と

し
て
野
菜
１３
種
類
を
選
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
小
中
学
校
で
同

じ
規
格
と
し
ま
す
。
ま
た
、
地
場

産
農
産
物
を
保
管
で
き
る
冷
蔵
庫

に
よ
り
前
日
の
納
品
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
市
で
作
成
し
た
年
間
計

画
に
基
づ
い
て
生
産
さ
れ
る
農
産

物
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
問
　
生
分
解
性
マ
ル
チ
に
対
す

る
補
助
を
求
め
る
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
国
や

都
の
動
向
を
注
視
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

人
に
や
さ
し
い�

デ
ジ
タ
ル
社
会

公
共
事
業
を
地
元�

へ
／
多
摩
産
材
を

　
藤
田
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
今
後
の
取
組

は
。

　
榎
本
副
市
長
　
申
請
件
数
が
年

間
１
０
０
件
以
上
の
手
続
を
２５
年

度
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
予
定
で

す
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
徹

底
活
用
す
る
こ
と
で
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
今
後
の
実
行
と
具
現
化

を
。

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

新
年
度
予
算
編
成
・
市
政

運
営
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
先
頭

に
立
た
れ
る
市
長
の
意
気
込
み
は
。

　
市
長
　
市
民
誰
も
が
夢
を
実
現

で
き
る
よ
う
経
営
資
源
を
活
用
し
、

全
職
員
が
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

公
共
施
設
再
編
等
、
大
小

様
々
な
公
共
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。

市
内
事
業
者
の
受
注
拡
大
を
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　
榎
本
副
市
長
　
市
内
事
業
者
の

受
注
機
会
の
確
保
に
向
け
た
指
針

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
ま
ち
だ
若

者
大
作
戦
の
今
後
に
つ
い
て
で
す

が
、
第
２
回
、
第
３
回
の
審
査
会

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
、
若
者
の
や
り
た
い
こ
と

を
１
件
で
も
多
く
実
現
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

農
免
道
路
（
忠
生
４
４
１

号
線
）
の
安
全
対
策
と
今
後
の
整

備
の
方
針
は
。

　
道
路
部
長
　
種
入
バ
ス
停
付
近

の
交
差
点
は
、
歩
行
者
の
安
全
性

向
上
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

を
策
定
し
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
財
務
部
長
　
８
課
で
構
成
す
る

検
討
会
に
お
い
て
、
全
庁
で
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
の
案
を
、
年
内

に
は
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

地
域
振
興
、
水
源
の
確
保
、

大
工
技
能
者
育
成
に
資
す
る
「
多

摩
産
材
利
用
」
を
進
め
る
べ
き
だ
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
利
用
推
進
方

針
策
定
を
進
め
、
多
摩
産
材
活
用

も
明
記
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
施
設
の
設
計
段
階
に
お

い
て
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
建
て�

替
え
／
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー�

へ
の
支
援
強
化
！

給
食
費
無
償
化
の�

実
現
を
求
め
て

　
木
目
田
英
男（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

高
度
経
済
成
長
期
に
建
て

ら
れ
た
公
共
施
設
の
建
て
替
え
・

集
約
が
進
め
ら
れ
る
が
、
資
材
や

設
備
の
規
格
化
を
進
め
、
工
事
費

の
削
減
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
工
事
費
の
削

減
な
ど
期
待
で
き
る
一
方
、
一
括

発
注
で
規
模
が
大
き
く
な
り
、
市

内
事
業
者
が
受
注
で
き
な
く
な
る

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
地
域
特
性

や
周
辺
住
民
の
要
望
な
ど
を
取
り

入
れ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
建
物

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問　

市
内
事
業
者
の
受
注
機
会

の
増
大
に
向
け
て
、
今
後
ど
ん
な

取
組
を
講
じ
る
の
か
。

　
財
務
部
長
　
具
体
的
な
指
針
を

年
内
の
策
定
を
目
指
し
て
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
り
一

層
市
内
事
業
者
の
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支

援
に
お
い
て
、
新
た
な
取
組
を
問

う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

国
が
実
施
す
る
ま
で
、
都
が
補
助

制
度
を
行
っ
た
場
合
、
活
用
し
て

実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　
全
国
一
律
の

対
応
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
内
容
を
よ
く
精
査
し
、
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

都
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
、
都
内
に
広
が
る
補
聴
器
購
入

助
成
制
度
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
現
時
点

の
計
画
段
階
で
規
格
化
の
メ
リ
ッ

ト
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

関
連
す
る
交
通
事
業
者
や

Ｄ
Ｘ
事
業
者
と
と
も
に
、
観
光
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
よ
り
積
極
的

な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

と
な
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
様
々
な
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
う
し

た
需
要
も
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
が
有
効
か
考
え
て
い
き
た
い
。

相
談
窓
口
を
１０
月
開
設
予
定
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
す
る
こ
と
で
相

談
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
も
期
待

で
き
、
加
え
て
元
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
相
談
員
が
対
応
す
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
心

の
支
え
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

他
自
治
体
も
利
用
を
開
始

す
る
中
、
町
田
市
は
生
成
Ａ
Ｉ
の

利
用
を
い
つ
開
始
す
る
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
市
職
員
専
用
の

Ａ
Ｉ
を
、
来
月
１０
月
か
ら
利
用
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

で
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
の

助
成
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
や
都
、
他
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

子
ど
も
食
堂
の
場
所
確
保

の
支
援
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
新
規
開
設

を
検
討
し
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、

運
営
場
所
に
関
す
る
相
談
も
含
め
、

開
設
に
向
け
た
助
言
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
に
は
、

市
で
把
握
し
て
い
る
利
用
可
能
な

施
設
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

安
全
を
守
る
推
進�

忠
生
５
７
９
号
線

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問　

防
災
・
減
災
で
の
「
防
災

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ポ
ー
タ
ル
」
の
活
用
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
台
風
第
２
号

で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
相
原
町

が
一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
際
は
、

町
田
市
防
災
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ポ
ー
タ
ル
で

も
通
行
止
め
の
周
知
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
災
害
発
生
や
緊
急

情
報
の
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

地
域
の
安
全
を
守
る
新
た

な
担
い
手
の
創
出
に
つ
い
て
問
う
。

　
防
災
安
全
部
長
　
神
奈
川
東
部

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
と
連
携

し
、
２３
年
１０
月
か
ら
宅
配
員
が
な

が
ら
防
犯
活
動
の
腕
章
を
つ
け
、

地
域
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
た
だ

く
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

忠
生
５
７
９
号
線
整
備
に

対
す
る
市
の
考
え
方
は
。

　
道
路
部
長
　
沿
道
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
や
安
全
性
向
上
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
上
小
山
田

エ
リ
ア
資
源
ご
み
処
理
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
路
と
し
て
重
要
な
位
置

づ
け
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

野
球
応
援
で
町
田�

市
は
吹
奏
楽
不
可

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）

　
問　

小
野
路
の
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
で
は
、
高
校
野

球
の
応
援
で
、
吹
奏
楽
な
ど
の
鳴

り
物
が
使
え
な
い
で
い
る
。
多
摩

地
区
の
公
営
施
設
で
唯
一
で
あ
り
、

早
急
に
改
善
さ
れ
た
い
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
市
で
は
、

施
設
運
営
に
は
近
隣
住
民
の
皆
様
、

施
設
利
用
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
施
設
の

ル
ー
ル
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
大
会

イ
ベ
ン
ト
等
の
主
催
者
と
と
も
に
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
市
は
災
害
支
援
で
他

の
自
治
体
に
職
員
や
車
両
を
い
ち

早
く
出
動
さ
せ
た
と
川
西
町
で
聞

く
が
、
支
援
体
制
の
特
徴
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
町
田
市
災
害

時
受
援
応
援
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
部
で
の
役

割
分
担
と
か
、
受
入
れ
体
制
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
を
明
記
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
プ
リ
・
不
登
校�

対
策
・
ゼ
ル
ビ
ア

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

タ
ク
シ
ー
ア
プ
リ
を
使
い

こ
な
せ
ず
、
移
動
の
足
に
困
っ
て

い
る
高
齢
者
へ
の
市
の
対
応
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
相
談
会
や
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
講
座
、

都
が
行
う
体
験
会
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ら
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
問　

学
び
の
選
択
肢
と
し
て
、

不
登
校
特
例
校
指
定
の
あ
る
公
立

夜
間
中
学
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
拡
充
や
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
は
じ
め
、
学

び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
の
検
討

な
ど
を
今
後
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
ゼ
ル
ビ
ア
や
地
域
と

連
携
し
、
地
域
外
需
要
の
獲
得
・

地
域
経
済
循
環
の
た
め
の
観
光
施

策
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
ア
ウ
エ
ー
チ

ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、
市
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
取
組
の
検
討

を
既
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

猛
暑
対
策
で
公
共�

施
設
を
涼
み
処
に

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

猛
暑
対
策
と
し
て
市
民
セ

ン
タ
ー
等
に
涼
み
処
（
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
を
開
設
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
　
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

来
庁
者
が
休
憩
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
施
設
で
は
な
い
た
め
、
涼

み
ど
こ
ろ
を
設
け
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
中
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
原
因
食
材
を
合
計
１５
品
目
特

定
し
、
こ
ち
ら
を
使
用
し
な
い
献

立
を
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
専
用
調

理
室
で
調
理
を
行
い
ま
す
。

　
問　

第
９
期
介
護
保
険
料
は
、

準
備
基
金
を
活
用
し
て
値
上
げ
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
介
護
給

付
費
準
備
基
金
は
、
３
年
に
１
度

立
て
る
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
い
て
取
り
崩
し
、
第
１
号
被
保

険
者
の
保
険
料
に
充
て
て
い
ま
す
。

一般質問

　各議員のタイトル下から一般質
問の録画映像にアクセスできます。
※�動画の再生には別途通信料がかか
る場合があります。

　９月１日、４日から７日の５日間にわ
たり、３２名の議員が市政を取り巻く諸
問題について、意見・提案を交えながら、
市長などの考えをただしました。質問、
答弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般
質問を行わないことになっています。

小野路ＧＩＯＮベースボールパーク
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脱
炭
素
化
・
子
ど 

も
食
堂
・
傍
聴

　
秋
田
し
づ
か
（
諸
派
）

　
問　

新
た
な
学
校
づ
く
り
に
お

い
て
町
田
市
で
も
ニ
ア
リ
ー
ゼ
ブ

を
目
指
す
べ
き
で
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
を
最
大
限
設
置
す
る
な
ど

の
工
夫
を
し
、
で
き
る
限
り
ニ
ア

リ
ー
ゼ
ブ
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
。

　
問　

こ
れ
か
ら
作
成
す
る
子
ど

も
食
堂
マ
ッ
プ
を
印
刷
配
布
、
あ

る
い
は
広
報
ま
ち
だ
等
へ
掲
載
し

て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
各
食
堂
の

運
営
状
況
も
踏
ま
え
、
適
切
な
周

知
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
議
員
ご

提
案
の
案
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
傍
聴
で
き

る
会
議
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

　
総
務
部
長
　
会
議
参
加
委
員
が

萎
縮
す
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
発

言
で
き
る
状
態
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
開

方
法
は
、
各
審
議
会
等
が
そ
の
性

質
に
応
じ
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

大
蔵
小
鶴
一
小
の 

統
廃
合
に
つ
い
て

市
民
参
画
の
推
進 

／
プ
ラ
ご
み
削
減

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

２
０
３
２
年
度
に
統
合
予

定
の
大
蔵
小
と
鶴
川
第
一
小
だ
が
、

２
０
２
３
年
の
児
童
推
計
で
２
０

２
９
年
度
、
19
学
級
と
18
学
級
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
対
応
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
意
見
交
換
会

を
実
施
す
る
29
年
度
に
向
け
、
望

ま
し
い
学
級
数
を
実
現
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、

児
童
数
の
状
況
を
注
視
し
ま
す
。

　
問　

鶴
川
駅
周
辺
再
整
備
事
業

に
お
い
て
、
使
い
や
す
い
公
共
ト

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

市
民
と
行
政
が
共
通
認
識

を
持
ち
、
一
層
の
市
民
参
画
の
推

進
を
図
る
た
め
に
条
例
策
定
の
進

め
方
や
、
市
民
参
画
に
関
す
る
統

一
し
た
要
綱
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
市
は
市
民
意

見
を
広
く
聞
く
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
政
策
検
討
過
程
で
市
民
意

見
募
集
で
す
と
か
、
事
業
実
施
後

は
事
業
評
価
な
ど
に
よ
り
市
民
が

参
加
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
手
法

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

イ
レ
の
設
置
を
検
討
す
べ
き
だ
が
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
駅
南
側

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
市
民
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
市
街
地
環

境
の
変
化
を
見
な
が
ら
捉
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

鶴
川
駅
周
辺
の
自
転
車
駐

輪
場
の
課
題
と
今
後
は
。

　
道
路
部
長
　
公
営
駐
輪
場
の
稼

働
率
が
高
く
、
道
路
整
備
に
よ
っ

て
、
収
容
数
が
減
少
す
る
こ
と
で

す
。
鉄
道
事
業
者
に
駐
輪
場
設
置

に
関
す
る
協
力
を
働
き
か
け
ま
す
。

い
ま
し
て
、
一
律
の
基
準
を
設
け

る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

子
ど
も
が
意
見
を
出
し
や

す
い
よ
う
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
機
会
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
今
後
も
、

市
に
対
し
て
意
見
を
表
明
で
き
る

機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ

ロ
宣
言
」
を
掲
げ
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
他
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
市
と
し
て
効
果
的

な
施
策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

子
供
の
命
を
守
る 

水
泳
環
境
を
求
め

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

町
田
を
め
ざ
し
て

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

学
校
プ
ー
ル
の
数
は
統
廃

合
で
大
幅
に
減
少
す
る
。
い
ざ
と

い
う
時
に
命
を
守
る
泳
力
を
育
む

こ
と
は
義
務
教
育
の
重
要
な
役
目

で
あ
る
の
で
適
切
な
設
置
を
求
む
。

　
学
校
教
育
部
長
　
新
た
に
建
て

替
え
る
学
校
で
、
屋
内
プ
ー
ル
を

想
定
し
て
お
り
、
水
温
調
整
用
に

給
湯
器
な
ど
の
設
置
と
簡
易
な
空

調
設
備
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
４
か
月
程
度

の
授
業
期
間
を
確
保
で
き
る
見
込

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問　

通
学
時
の
児
童
の
荷
物
が

重
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
が
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
学
校
３
校

で
、
９
月
中
旬
、
荷
物
ら
く
ら
く

登
校
の
試
行
を
行
う
予
定
で
す
。

試
行
実
施
後
に
調
査
を
行
い
、
影

響
や
課
題
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

暑
す
ぎ
て
水
泳
授
業
が
行

え
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
新
し

い
学
校
に
お
い
て
屋
内
プ
ー
ル
な

ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

み
に
な
り
ま
す
。
複
数
の
学
校
で

の
共
同
利
用
な
ど
に
よ
り
施
設
を

最
大
限
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

子
ど
も
の
居
場
所
で
あ
る

夏
期
学
校
開
放
プ
ー
ル
は
事
実
上

消
滅
し
て
い
る
。
で
き
な
い
理
由

の
列
挙
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
た

ら
で
き
る
か
を
検
討
す
べ
き
だ
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
他

自
治
体
に
お
け
る
事
例
の
調
査
な

ど
も
含
め
、
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
れ
と
併
せ
、
課
題
の
整
理

な
ど
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
建
て
替

え
で
プ
ー
ル
を
設
置
す
る
学
校
で

は
、
屋
内
化
に
よ
る
教
育
環
境
向

上
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

夏
の
部
活
動
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
に
お
い
て
、
熱
中
症
予

防
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
指
導
室
長
　
実
施
は
都
が
策
定

し
た
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
出
さ
れ
た
場
合
、
屋
外
で
の
教

育
活
動
は
原
則
禁
止
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
予
算 

編
成
方
針
を
問
う

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

令
和
６
年
度
は
19
億
円
の

収
支
不
足
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

現
在
の
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
歳
出
の
増
加
が

想
定
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
予
算

編
成
を
行
う
の
か
。

　
市
長
　
国
、
都
の
補
助
制
度
活

用
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
資
金
調
達
や
市
有
財
産
の
利
活

用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ

て
歳
入
確
保
を
徹
底
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
事
業
に
つ
い

て
行
政
関
与
の
必
要
性
や
緊
急
性

を
踏
ま
え
庁
内
横
断
的
に
見
直
し
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
活

用
し
た
編
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

徹
底
的
な
効
率
化
、
歳
出

の
削
減
、
事
業
の
廃
止
・
縮
小
な

ど
必
要
と
な
る
中
で
、
事
業
の
優

先
順
位
を
ど
う
つ
け
て
い
く
の
か
。

　
財
務
部
長
　
行
政
関
与
の
必
要

性
が
高
く
、
よ
り
緊
急
性
が
高
い

事
業
、
よ
り
費
用
対
効
果
の
高
い

事
業
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
予

算
案
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

生
活
に
関
わ
る
環 

境
整
備
を
求
め
る

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

情
報
紙
「
ぷ
ら
っ
と
」
の

周
知
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
求
め
る
。

　
政
策
経
営
部
長
　
周
知
方
法
と

し
て
、
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
よ
り
情
報
が
届
き
や
す
く

な
る
よ
う
、
議
員
ご
提
案
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
視

野
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

未
整
備
の
道
路
を
拡
幅
す

る
た
め
の
市
と
し
て
の
取
組
は
。

　
道
路
部
長
　
狭
隘
道
路
拡
幅
整

備
事
業
及
び
生
活
道
路
拡
幅
整
備

事
業
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
生

活
環
境
と
防
火
機
能
の
向
上
を
目

的
に
建
築
基
準
法
第
４2
条
第
２
項

の
道
路
を
対
象
と
し
た
事
業
で
す
。

　
問　

空
き
家
を
減
ら
す
取
組
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
弁
護
士
会

な
ど
の
専
門
士
団
体
と
協
定
を
結

び
、
専
門
士
に
よ
る
空
き
家
無
料

相
談
会
を
毎
月
２
回
、
セ
ミ
ナ
ー

を
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
空
き
家
所
有
者
に
、

お
困
り
の
状
況
に
合
わ
せ
て
団
体

紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

未
就
学
児
子
育
て 

支
援
／
終
活
課
題

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問　

市
の
休
日
保
育
の
内
容
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
の
在
籍
園
で
の
休

み
に
替
え
、
日
曜
日
や
祝
日
に
利

用
で
き
る
制
度
で
す
。
市
内
に
休

日
保
育
実
施
園
は
２
園
あ
り
ま
す
。

　
問　

相
模
原
市
が
理
由
を
問
わ

ず
日
曜
・
祝
日
に
子
供
を
預
け
ら

れ
る
保
育
施
設
を
2４
年
度
に
整
備

す
る
。
町
田
市
も
導
入
し
て
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
国
で
は
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮

称
）
な
ど
の
施
策
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
国
や
都
、
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。
相
模
原

市
の
取
組
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

ひ
と
り
暮
ら
し
で
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
の
心
配
事
で
あ
る
、

葬
祭
の
生
前
契
約
に
、
横
須
賀
市

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
取
り
入
れ
て
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
終
活
相

談
は
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
通

常
の
相
談
業
務
で
あ
る
た
め
、
特

化
し
た
事
業
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

移
転
後
の
子
ど
も 

発
達
セ
ン
タ
ー
他

若
者
総
合
相
談 

セ
ン
タ
ー
設
置
を

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

移
転
後
の
子
ど
も
発
達
セ

ン
タ
ー
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
こ
れ
ま
で
以
上

に
医
療
的
ケ
ア
児
や
重
症
心
身
障

が
い
児
の
受
入
れ
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
医
師
を
配
置

し
、
療
育
な
ど
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
訓
練

室
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問　

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
に
つ
い
て
周
知
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
今
後
の
取
組
は
。

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問　
（
仮
称
）
町
田
木
曽
山
崎

パ
ラ
ア
リ
ー
ナ
整
備
の
意
義
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
施
設

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
参
加
機
会
や
環
境
の
充
実

を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共

生
社
会
実
現
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
設
置
は
努

力
義
務
と
な
っ
て
お
り
、
市
で
は

　
保
健
所
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
実

現
に
向
け
た
環
境
整
備
の
一
つ
と

し
て
、
中
学
校
区
ご
と
に
「
医
療

的
ケ
ア
の
実
施
拠
点
校
」
の
設
置

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
医
療
的
ケ
ア

児
が
在
籍
し
て
い
る
全
て
の
小
学

校
に
看
護
師
を
配
置
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
時
点

で
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。
都
で
は
、

東
京
都
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

―
若
ナ
ビ
α
を
設
置
し
て
お
り
、

都
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
若
者

と
そ
の
家
族
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
問　

北
部
丘
陵
に
お
け
る
不
法

投
棄
対
策
を
求
め
る
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
対
策

は
警
察
へ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
の

依
頼
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
た
な
取
組
と
し
て
、
里
山
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
職
員
の
人
材
育 

成
・
盛
土
規
制
法

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

市
職
員
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
、
現
状
で
は
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
2０
年
度
に
策
定

し
た
第
４
期
町
田
市
職
員
人
材
育

成
基
本
方
針
で
は
、
目
指
す
職
員

像
を
「
み
ん
な
を
思
い
や
り
、
自

ら
考
え
、
自
ら
行
動
し
続
け
る
職

員
」
と
定
め
、
研
修
、
人
事
異
動
、

人
事
考
課
や
職
員
採
用
等
を
活
用

し
、
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

次
期
第
５
期
人
材
育
成
基

本
方
針
の
策
定
に
向
け
て
、
何
を

ポ
イ
ン
ト
に
す
る
の
か
。

　
市
長
　
若
手
職
員
の
声
を
受
け

て
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

旧
法
で
あ
る
宅
地
造
成
等

規
制
法
が
改
正
さ
れ
、
通
称
「
盛

土
規
制
法
」
に
な
り
、
市
民
生
活

の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
の
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
す
き
間

の
な
い
盛
土
規
制
が
、
安
全
確
保

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ 

ア
ム
計
画
延
期
を

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問　

市
の
計
画
で
伐
採
し
た
範

囲
内
で
、
半
年
も
た
た
な
い
う
ち

に
２
本
も
倒
木
し
た
理
由
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
今
回
倒

れ
た
樹
木
に
つ
い
て
は
、
根
腐
れ

が
原
因
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
間
伐
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

改
善
に
向
か
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

契
約
に
関
し
て
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
か
。

　
財
務
部
長
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
説

明
書
に
て
公
表
し
て
い
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、
12
月
上
旬
に
仮
契
約

し
、
12
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
後
、

本
契
約
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
問　

拙
速
に
契
約
を
進
め
る
の

で
は
な
く
、
価
格
が
落
ち
着
く
ま

で
計
画
を
延
期
し
、
そ
の
間
に
地

域
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
計
画

に
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
地

域
の
方
々
か
ら
は
、
完
成
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
と
の
声
も
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
て
、
早
く

完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



（4）No.230町田市議会だより

（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）
（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）

本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和５年（２０２3年）1０月3０日

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問　

町
田
市
の
デ
ー
タ
利
活
用

に
つ
い
て
、
今
後
の
展
開
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
１
点
目
は
、
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
さ
ら
な
る
拡
充

で
す
。
２
点
目
は
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー

テ
ィ
ブ
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
市
政
情

報
の
提
供
で
す
。
具
体
的
に
は
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
市
の
デ
ー
タ

を
学
習
さ
せ
、
市
の
情
報
を
幅
広

く
回
答
で
き
る
Ａ
Ｉ
検
索
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
、
研
究
を
進
め

ま
す
。
３
点
目
は
、
人
流
デ
ー
タ

の
利
活
用
で
す
。
具
体
的
に
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
、
天
候
デ
ー
タ
や
購

買
デ
ー
タ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、

高
精
度
な
分
析
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
試
験
導
入
す
る
予
定
で
す
。

例
え
ば
中
心
市
街
地
に
お
い
て
曜

日
や
時
間
帯
ご
と
に
ど
の
よ
う
な

年
代
の
方
が
ど
の
よ
う
な
店
舗
を

回
遊
し
て
い
る
の
か
を
分
析
で
き

ま
す
。
デ
ー
タ
利
活
用
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ー
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

市
民
中
心
の
ス
マ 

ー
ト
シ
テ
ィ
を

空
白
地
域
は
、
相
原
町
、
小
山
町
、

金
井
町
に
あ
り
、
当
該
地
域
の
店

舗
に
協
力
を
お
願
い
す
る
予
定
で

す
。

　
問　

相
原
橋
の
通
行
止
め
解
除

後
も
、
橋
の
安
全
性
の
確
認
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
道
路
部
長
　
現
在
も
相
原
橋
に

つ
い
て
は
国
が
常
時
変
位
を
計
測

し
て
お
り
、
計
測
値
に
異
常
が
あ

っ
た
場
合
は
国
か
ら
の
連
絡
を
受

け
、
必
要
な
対
応
を
取
っ
て
い
き

ま
す
。

猫
手
術
／
ト
イ
レ 

／
相
原
土
砂
災
害

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

民
間
と
の
人
事
交
流
を
活

発
に
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
仕
事
に
対
す
る
意
識
、

考
え
方
に
触
れ
ら
れ
る
、
大
事
な

こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
人

事
交
流
は
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
24
―

28
の
原
案
が
策
定
さ
れ
た
。
教
員

の
や
り
が
い
を
高
め
る
取
組
を
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
教
員
向
け
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
項
目
が

あ
り
、
大
変
そ
う
思
う
、
そ
う
思

う
と
回
答
し
た
教
員
は
88
・
１
％

で
し
た
。
今
後
も
や
り
が
い
に
つ

な
が
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

認
知
症
治
療
薬
「
レ
カ
ネ

マ
ブ
」
が
承
認
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
る
。
町
田
市
の
認
識
と
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
国
の
動

向
を
注
視
し
、
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

人
材
育
成
／
教
育 

プ
ラ
ン
／
認
知
症

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）
　

　
問　

糖
尿
病
治
療
中
断
者
に
対

す
る
受
診
勧
奨
は
、
糖
尿
病
か
ら

人
工
透
析
へ
の
移
行
を
予
防
し
、

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
。
糖
尿
病

性
腎
症
の
ほ
か
、
腎
硬
化
症
・
慢

性
腎
炎
の
方
々
に
も
受
診
勧
奨
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
人
工
透

析
は
高
額
で
、
患
者
の
み
な
ら
ず

被
保
険
者
全
体
の
負
担
と
な
る
も

の
で
す
。
病
気
の
重
症
化
予
防
を

目
的
と
し
た
受
診
勧
奨
は
、
人
工

透
析
患
者
へ
の
移
行
を
予
防
す
る

有
効
な
取
組
で
す
の
で
、
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

三
輪
緑
地
供
用
開
始
に
向

け
、
拠
点
づ
く
り
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
今
後
は
、

早
急
に
市
民
の
皆
様
へ
還
元
で
き

る
よ
う
、
段
階
的
に
供
用
区
域
を

拡
大
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
現
状
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
基
本
計
画
の
修
正

等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

透
析
予
防
受
診
勧 

奨
と
三
輪
緑
地
！

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、

「
計
画
を
実
行
に
移
す
際
に
は
柔

軟
性
を
持
っ
て
対
応
す
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
が
、
「
柔
軟
性
」
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
児
童
生
徒
数

が
変
動
す
る
場
合
や
、
よ
り
望
ま

し
い
学
校
候
補
地
が
あ
っ
た
場
合

は
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
保
護
者
や

地
域
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

不
登
校
児
童
生
徒
に
向
け

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
状
況
は
。

　
指
導
室
長
　
希
望
す
る
児
童
生

徒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒

ご
と
に
不
登
校
の
要
因
や
希
望
す

る
対
応
が
異
な
る
た
め
、
確
認
し
、

実
施
方
法
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
問　

校
外
自
主
学
習
の
た
め
、

地
域
の
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
を
。

　
市
民
部
長
　
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
内
の
配
線
工
事
が
必

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問　

町
田
消
防
署
前
、
本
町
田

小
隣
接
地
の
店
舗
駐
車
場
か
ら
出

た
車
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
が
、
交
通
安
全
対
策
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
事
故
発
生
後

の
学
校
の
対
応
で
す
が
、
翌
日
か

ら
１
週
間
程
度
は
事
故
現
場
付
近

で
教
員
が
見
守
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
に
対
し
、
気
を
付
け

て
下
校
す
る
よ
う
全
校
朝
会
に
お

い
て
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
問　

森
野
住
宅
周
辺
地
区
ま
ち

　
問　

闇
バ
イ
ト
、
ス
カ
ウ
ト
被

害
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す
る
犯
罪
の

若
者
支
援
対
策
を
拡
充
す
べ
き
。

　
防
災
安
全
部
長
　
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ

け
た
ら
よ
い
か
考
え
て
い
た
だ
く

コ
ン
テ
ン
ツ
を
新
規
掲
載
す
る
ほ

か
、
中
高
生
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
、

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

郵
便
ポ
ス
ト
に
防
災
情
報

を
掲
示
し
て
は
ど
う
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
他
市
の
事
例

を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

要
と
な
り
ま
す
。
予
算
上
の
制
約

が
あ
り
ま
す
が
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
セ
ン

タ
ー
に
関
し
て
も
同
じ
考
え
で
す
。

　
問　

子
ど
も
食
堂
の
周
知
と
運

営
者
支
援
の
進
捗
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
新
規
開
設

の
ご
相
談
に
対
し
、
子
ど
も
食
堂

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
の
紹
介
や

補
助
金
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
食
堂
の
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。

づ
く
り
構
想
に
お
け
る
公
社
森
野

住
宅
居
住
者
へ
の
対
応
を
問
う
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
ま
ち
づ

く
り
検
討
の
進
捗
に
応
じ
て
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
と
相
談
し
な
が

ら
、
居
住
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど

対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
町

田
方
面
延
伸
事
業
に
つ
い
て
、
ル

ー
ト
検
討
後
の
最
大
課
題
は
何
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
収
支
採
算

性
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

学
校
統
廃
合
／
犯 

罪
抑
止
／
防
災

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構 

想
／
子
ど
も
食
堂

消
防
署
前
の
交
通 

安
全
対
策
を
問
う

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）
　

　
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
の
紐

づ
け
な
ど
で
、
町
田
市
の
ミ
ス
は

な
か
っ
た
で
す
か
。

　
市
民
部
長
　
公
金
受
取
口
座
の

誤
登
録
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
別

人
に
付
与
す
る
事
案
を
含
め
て
、

ミ
ス
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
問　

ど
の
よ
う
な
自
治
体
や
機

関
が
事
務
手
順
に
疑
義
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
市
民
部
長
　
基
本
４
情
報
の
う

ち
、
一
部
だ
け
を
用
い
て
照
会
し
、

該
当
者
が
複
数
い
た
場
合
の
対
応

を
定
め
ず
、
担
当
者
の
判
断
に
任

せ
て
い
た
た
め
、
ひ
も
づ
け
誤
り

が
発
生
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る

自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

市
民
の
不
安
を
取
り
除
く

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
総
点

検
の
結
果
や
町
田
市
の
取
組
を
Ｐ

Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
市
民
部
長
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
メ
ー
ル
配
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
、
市
民
の
皆
様
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情 

報
総
点
検
の
結
果

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）
　

　
問　

市
内
で
い
じ
め
被
害
に
よ

り
転
校
し
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。

　
指
導
室
長
　
事
例
が
少
な
く
、

個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
問　

町
田
市
で
は
こ
れ
ま
で
い

じ
め
加
害
者
を
出
席
停
止
に
し
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
指
導
室
長
　
こ
れ
ま
で
出
席
停

止
の
措
置
を
講
じ
た
ケ
ー
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
易
に
出
席
停
止
措

置
を
取
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一

人
に
寄
り
添
っ
た
指
導
、
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
出

席
停
止
の
制
度
を
適
切
に
運
用
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

加
害
者
を
出
席
停
止
と
し

た
期
間
の
学
習
機
会
の
提
供
、
出

席
停
止
手
続
き
に
必
要
な
対
応
の

流
れ
、
必
要
な
申
請
書
類
の
様
式

な
ど
を
ま
と
め
て
お
く
べ
き
で
は
。

　
指
導
室
長
　
他
の
自
治
体
の
取

組
に
つ
い
て
、
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

い
じ
め
加
害
者
に 

指
導
対
応
徹
底
を

用語の解説 本文中の青文字の解説です

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
費
用
補
助
の
当
初

予
算
の
確
保
を
、
し
っ
か
り
と
行

っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
保
健
所
長
　
共
生
モ
デ
ル
団
体

や
個
人
の
方
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
実
績
を
把
握
し
、

予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

公
共
ト
イ
レ
空
白
地
域
は
、

ど
こ
に
存
在
し
て
い
る
の
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
公
共
ト
イ
レ

町
田
発
日
本
初
の 

取
組
を
活
か
せ
！

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

車
イ
ス
で
乗
り
込
め
る
日

本
初
リ
フ
ト
付
バ
ス
１
号
車
と
Ｊ

Ｒ
町
田
駅
の
今
は
使
わ
れ
ず
あ
る

日
本
初
鉄
道
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

歴
史
遺
産
と
し
活
用
す
べ
き
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
リ
フ
ト
付
き

バ
ス
や
ま
ゆ
り
号
は
、
車
椅
子
乗

降
用
の
リ
フ
ト
が
つ
い
た
車
両
と

し
て
町
田
市
が
全
国
に
先
駆
け
て

導
入
し
た
、
そ
の
１
号
車
で
す
。

リ
フ
ト
付
き
バ
ス
の
ル
ー
ツ
と
し

て
、
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
当
面
、

現
状
で
の
展
示
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
長
期
的
な
計
画
に

つ
い
て
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

民
間
で
は
市
の
鳥
・
市
の

花
を
モ
チ
ー
フ
に
ゼ
ル
ビ
ー
・
サ

ル
ビ
ア
ン
等
、
町
田
の
魅
力
を
発

信
中
。
町
田
も
市
の
花
・
コ
ン
テ

ン
ツ
等
活
用
し
魅
力
の
発
信
を
。

　
総
務
部
長
　
市
の
木
、
花
、
鳥

の
活
用
例
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
と

か
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
市

と
し
て
広
く
活
用
し
て
い
ま
す
。

◎生分解性マルチ� 【２面】
　農業生産において、作物収穫後に土壌中にすき
込むと、微生物により水と二酸化炭素に分解する
資材のこと。
◎学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）�【２面】
　不登校児童生徒等を対象とする特別の教育課程
を編成して教育を実施する学校。文部科学大臣が
学校を指定し、特定の学校において教育課程の基
準によらずに教育を実施することができる。
◎ヤングケアラー� 【２面】
　本来大人が担うと想定されている家事や家族の
世話などを日常的に行っている子どものこと。責
任や負担の重さにより、学業や友人関係などに影
響が出てしまうことがある。
◎プレコンセプションケア� 【３面】
　若い男女が将来の妊娠やライフプランを考え、
日々の生活や健康に向き合うこと。

やまゆり号
（子ども発達センター前に展示）
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和５年（２０２3年）1０月3０日

★令和５年（２０２３年）第３回定例会議案審議結果一覧表� ※戸塚正人議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田をつくる会 日本共産党 無所属 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

東�

友
美

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人（
議
長
）

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

佐
藤
伸
一
郎

加
藤
真
彦

石
川
好
忠

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田�

学

木
目
田
英
男

渡
辺
厳
太
郎

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

秋
田
し
づ
か

★　市　長　提　出　議　案
第64号 令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計補正予算（第4号） 可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月２9日

第6５号 令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計補正予算（第５号） 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第66号 令和５年度（２０２３年度）町田市国民健康保険事業会計補正予
算（第１号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第67号 令和５年度（２０２３年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第
１号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第68号 令和５年度（２０２３年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正
予算（第１号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第69号 令和５年度（２０２３年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会
計補正予算（第１号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第7０号 令和５年度（２０２３年度）町田市下水道事業会計補正予算（第１
号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第7１号 町田市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する
条例

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第7２号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第7３号 町田市鶴川緑の交流館条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第74号 町田市プールの衛生管理等に関する条例の一部を改正する条
例

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第7５号 町田市保健所関係手数料条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第76号 町田市旅館業法施行条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第77号 町田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の
基準に関する条例の一部を改正する条例

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第78号 町田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者
負担額等に関する条例の一部を改正する条例

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月２9日

第79号 町田市営住宅条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第8０号 町田市立公園条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第8１号 消防ポンプ自動車購入 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月２9日

第8２号 小山田蓮田緑地整備工事請負契約 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第8３号 市道路線の認定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第84号 市道路線の廃止について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第8５号 町田市立総合体育館外３施設の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第86号 町田市わさびだ療育園の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第87号 町田市大賀藕絲館の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第88号 ふれあい桜館の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第89号 小山田高齢者在宅サービスセンター外１箇所の指定管理者の
指定について

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第9０号 デイサービス森野の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第9１号 玉川学園高齢者在宅サービスセンターの指定管理者の指定に
ついて

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第9２号 本町田高齢者在宅サービスセンターの指定管理者の指定につ
いて

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第9３号 デイサービス忠生の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第94号 デイサービス三輪の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第9５号 デイサービス榛名坂の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第96号 デイサービス高ヶ坂の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第97号 デイサービスあいはらの指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第98号 わくわくプラザ町田の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第99号 休日・準夜急患こどもクリニックの指定管理者の指定につい
て

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１００号 休日応急歯科・障がい者歯科診療所の指定管理者の指定につ
いて

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１０１号 町田市自然休暇村の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１０２号 町田市子ども創造キャンパスひなた村の指定管理者の指定に
ついて

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１０３号 町田市ふるさと農具館の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１０4号 令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計補正予算（第6号） 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１０５号 町田市監査委員の選任につき同意方について 同　意
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１０6号 人権擁護委員候補者の推薦につき同意方について 同　意
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

報告第7号 生活衛生課車両による物損事故に係る損害賠償額の専決処分の承認を求めることについて
承　認

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月２9日

認定第１号 令和4年度（２０２２年度）町田市一般会計・特別会計歳入歳出決算認定について
認　定

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

認定第２号 令和4年度（２０２２年度）町田市下水道事業会計決算認定について
認　定

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

認定第３号 令和4年度（２０２２年度）町田市病院事業会計決算認定について
認　定

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

★　議　員　提　出　議　案
第１6号 旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者等に対する幅広

い救済を求める意見書
可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日
第１7号 ＡＬＰＳ処理水の海洋放出中止を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × ○ 9月２9日
第１8号 下水サーベイランス事業の実施を求める意見書 可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１9号 脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラー・エコノミー（循環
型経済）の推進を求める意見書

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第２０号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な
診療上の評価等を求める意見書

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第２１号 ０１8サポートの給付金を生活保護の収入認定から除外するよ
う調整することを求める意見書

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 9月２9日

★　請　願
第１１号 国に対し「健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める請願 不採択 ○ ○ ○ ○ × ○

議
長

○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 9月8日
第１２号 町田市公立小中学校図書館学校司書配置を求める請願 採　択

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 9月２9日

第１３号 小山田小学校の廃校時期見直しの議論を求める請願 採　択
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月２9日

第１4号 町田市立図書館の資料購入費の増額を求める請願 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 9月２9日
第１５号 加齢性難聴者の補聴器購入の助成を求める請願 継続審査 9月２9日継続審査となりました。
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● 民生・児童委員の欠員による空白地区をなくすために、委嘱年齢の引き上げなど、
東京都と協議をしながら、地区のかけもちなど過剰負担が生じないようにされたい。

● 障がい者の移動支援サービスについては、その対象者を拡大し、サービスを維持す
るためにも事業者を増やす取り組みを図られたい。

● 介護職員離職率が減少はしているというものの、現状では他の分野に比べ著しく高
い離職率を解消する施策を図られたい。

● 今後見守りが必要な方が増加するにあたり、見守りの在り方について、庁内他部門
との連携やテクノロジーの活用等検討されたい。

● 就労準備支援事業については、積極的に拠点整備や周知に努めるとともに、子ども
・若者育成支援推進法の視点からも子ども生活部をはじめ庁内他部署との情報共
有や連携強化に努められたい。

● 乳がん検診の実施できる医療機関を隣接自治体も含め、さらに増やされたい。
● 産後ケアについては、第２子以降であっても利用しやすいよう子どもの預け先につ
いての対応を進められたい。また、市民病院の保育室との連携等、同施設での預
かりを検討されたい。

● 若者の支援ニーズが定まらないケースにおける支援体制構築のために、子ども・若
者育成支援推進法の視点からも子ども生活部をはじめ庁内他部署との情報共有や
連携強化に努められたい。

● 糖尿病重症化予防について、受診しやすい環境整備やプログラムへの参加人数を増
やすなど効果的な予防を行うため、積極的な参加勧奨と意義の周知を図り、オン
ライン面談をはじめＩＴやＩＣＴの利活用等も積極的に検討されたい。

● 認知症とともに生きるまちづくり実現のため、認知症サポーター養成講座受講者増
加に向け、さらなる周知を図られたい。

● 後期高齢者医療保健事業に関して、多様な健康増進施策を拡充し、医療費増大の抑
制を図られたい。

【認定第３号】
● 院内保育については、定員に対し利用者が少ない状況が続いていることから、病院
利用者の子どもの受け入れを実施されたい。

● 多摩地域の中でより上位の医業収益性の向上を目指し、診療内容の高度化に努めら
れたい。

● 適正な予算執行のために、流用・不用額の原因が発生した場合には早期に補正予算
を組むように努められたい。

● 総務省の「就職氷河期世代支援の『第二ステージ』に向けた地方公共団体での中途
採用の取組の一層の推進について」通知に基づき、引き続き就職氷河期世代の職
員採用を進められたい。

● メディアプロモートに関連する各種取り組みが、多くの方の目に止まり、町田市の
イメージ向上・市内経済の活性化につながるよう取り組まれたい。また、ＳＮＳ
をはじめとするＷＥＢ媒体は、若年層へアプローチされやすく、拡散力が大きい
ため、取り組みを強化されたい。

● システムのクラウド化に伴いクラウドサービスの管理を徹底されたい。
● ふるさと納税にあっては、より一層魅力を増して、納税額の流出を少しでも減らさ
れたい。

● 市内排出の温室効果ガス排出量を、2030年までに99万８千トン -CO2にするため、
市庁舎を含む市所有施設での再エネ化や電力事業者の変更などあらゆる施策を行
い、2050年に温室効果ガスの排出ゼロを目標とする「ゼロカーボンシティまちだ
宣言」の達成に向け努力されたい。

● 公共施設再編事業において、計画変更が行われる際は、全庁的に丁寧な説明に努め、
進められたい。

● web 口座振替受付サービスの利用件数を鑑み、予算を策定されたい。
● 市税や国民健康保険税等の滞納整理にあたっては、生活再建のための相談業務を充
実されたい。

● 勤労者福祉サービスセンター加入事業所数の減少が続いている中、他団体との役割
の差別化、新たなニーズの掘り起こしなど、抜本的な対策を図られたい。

● 農地再生事業について、農道整備を含め、効率的で効果的な農地再生に努められたい。
● 原町田大通りの滞留空間設計、整備については、周辺ビル関係者の理解と協力で進
められたい。

● 町田市地域防災計画修正においては、地区地域において、偏りが起こらないよう努
められたい。

● 東京都住宅供給公社との協定の周知に努め、活用化に努められたい。
● 各部による運営交付金決算内訳書に互助会費を計上している部と、していない部が
ある。運営費に疑義を持たれないよう管理されたい。

決算審査（健康福祉）
認定すべきもの と決定

決算審査（総務）
認定すべきもの と決定

など計６3件の意見を附帯決議として付しました。など計5１件の意見を附帯決議として付しました。

歳入合計
約1,854億円

歳入合計額
185,482,443,571円

令和４年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
25,402,583,828円（13.7%）
その他
25,402,583,828円（13.7%）

繰入金
7,405,214,342円（4.0%）
繰入金
7,405,214,342円（4.0%）

市債
3,569,000,000円
（1.9%）

市債
3,569,000,000円
（1.9%）

地方消費税交付金
10,138,445,000円（5.5%）
地方消費税交付金
10,138,445,000円（5.5%）

都支出金
24,366,475,251円
（13.1%）

都支出金
24,366,475,251円
（13.1%）

国庫支出金
44,179,684,828円
（23.8%）

国庫支出金
44,179,684,828円
（23.8%）

市税
70,421,040,322円（38.0%）
市税
70,421,040,322円（38.0%）

歳出合計
約1,746億円

歳出合計額
174,684,538,579円

令和４年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

民生費
90,511,658,551円
（51.8%）

民生費
90,511,658,551円
（51.8%）

議会費 630,309,575円
労働費 34,252,578円
農林費 327,655,857円
商工費 2,742,783,536円

その他
3,735,001,546円（2.1%）

総務費
25,792,631,290円（14.8%）

衛生費
17,140,433,453円
（9.8%）

教育費
13,131,950,577円
（7.5%）

土木費
12,474,955,425円
（7.1%）

公債費
7,073,963,072円
（4.0%）

消防費
4,823,944,665円（2.8%）
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９月１１日・１２日・１９日・２９
日に議案５件、認定１
件の審査を行いました。

９月１１日・１２日・１９日に議
案２２件、認定２件、請願１
件の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和４年度 決算を審査
　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審査の結
果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。
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第17期町田市議会
改革調査特別委員会

を開催
　８月30日、９月29日
に開催され、以下の付
議事件について審査が
行われました。
付議事件
①�議員の調査活動等に
関する事項

②�議会の権能・機能強
化に関する事項

③�議会の情報提供に関
する事項

の調査・検討

～常任委員会の活動状況～

● ● ● 委員会の行政視察 ● ● ●
　各委員会は、情報を収集し、専門的知識を深め、優れた施策を市政に反映させるため、先進地等を視察して、特定事件について調査をします。議会運営委員会が次のとおり視
察に行きました。

年
委員会

令和５年(2023年)
日程 視察先 視察項目 視察内容

議会運営委員会
7月31日

～
8月2日

川崎市（神奈川県）
議会改革（議会機能の強化）の取り組みについて
予算・決算の委員会審査について
傍聴の字幕対応について

議会改革（議会機能の強化）の取り組み、予算・決算の委員会
審査の運営方法、傍聴の字幕対応について調査しました。

枚方市（大阪府） 議会改革（議会機能の強化）の取り組みについて
予算・決算の委員会審査について

議会改革（議会機能の強化）の取り組み、予算・決算の委員会
審査の運営方法などについて調査しました。

堺市（大阪府） 議会改革（議会機能の強化）の取り組みについて
予算・決算の委員会審査について

議会力向上会議の取り組み、予算・決算の委員会審査の運営
方法などについて調査しました。

姫路市（兵庫県） 議会改革（議会機能の強化）の取り組みについて
予算・決算の委員会審査について

議会政治倫理条例、議会棟のセキュリティ、予算・決算の委員
会審査の運営方法などについて調査しました。

　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、市民と議会の意見を交換する場としています。懇談会で出された意見につ
いては、議会活動に反映させていただきます。9月までに開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会
9月27日 町田市障がい者福祉懇談会 ○障がい児・者に必要な災害備蓄品について等 総　　務

9月28日 特定非営利活動法人 東京養育家庭の会
みどり支部町田 ○養育家庭について意見交換 文教社会

● 公共施設における温室効果ガス排出量の削減については、実施に向け取り組まれた
い。

● 温暖化ガス削減の効果を上げるために家庭や小規模事業者の取り組みを増やす必要
がある。太陽光発電、蓄電池など助成金額、助成対象を大幅に拡充されたい。

● さらなる再生可能エネルギー導入のために、市内の高校・大学・工場等中規模導入
が見込める施設への検討を推進されたい。

● さらなる水素エネルギーの利活用を推進するために、普及啓発の取り組みを強化さ
れたい。

● 公共用水域の水質改善へ向けて、公共下水道への接続や合併処理浄化槽への切替え
啓発活動をさらに強化されたい。

● 資源化施設整備については、まちづくりの拠点となることを地域住民と共有し、推
進されたい。

● 財源確保については、引き続き様々なチャンネルを活用し積極的に取り組まれたい。
● 歩行者や自転車が安全安心に利用できる交通環境のため、自転車空間や自転車レー
ンの整備の充実を図られたい。

● 狭あい道路拡幅事業については、引き続き、市職員の住民に対する丁寧な説明を行
われたい。

● エレベーター・エスカレーターの老朽化が進み、今後、更新時期が集中するため、
維持管理費の縮減と平準化を進められたい。

● 景観の取り組みについては、景観施策について検討を進め、市民の声をよく聞いて、
「町田市景観計画」を策定されたい。

● 地域支え合い交通の補助金の使用用途について、事業主体の要望を踏まえ、柔軟に
対応されたい。

● コミュニティバス運行事業において、新型コロナの影響により減便したルートにつ
いて利用者数の増が見込める場合、増便されたい。

● 地域や事業者が主体となった移動支援の取り組みに対し、財政的な支援を事業継続
・事業拡大に努められたい。

● ３・４・１１号線 ( 原町田 ) の用地取得に当たっては、地権者の状況に寄り添い丁寧
に進められたい。

● 空家所有者への適切な管理の啓発を進め、空家近隣住人の要望に対応されるととも
に、空家の発生予防のため、持家に住まわれる所有者への啓発をしつつ、今後の
法改正を注視されたい。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

● 町内会・自治会の加入率減少の要因については、さらに踏み込んで単体自治会に寄
り添いながらヒアリングするなどし、町内会・自治会連合会と連携し、加入促進
に努められたい。

● 町田市地域活動サポートオフィスなどの施策においては社会教育士など有資格者の
育成・活用に努められたい。

● 性の多様性への理解促進事業の拡充と、性自認及び性的指向に関する相談窓口の周
知を強化されたい。

● 市民の書く手間を省く「窓口申請支援システム」の全庁的な活用について、推進さ
れたい。

● 一時保育の予約の取りやすさについては、地域ごとに異なったり、月によって異な
ったりしている現状があるため、あらゆる選択肢を排除せず、必要な人に必要な
時に保育が提供できるよう対応されたい。

● 保育士確保事業において、専門学校や短大などへの説明会をアウトリーチで行うこ
とを検討されたい。

● ショートステイ、トワイライトステイについては、利用ができないケースも発生し
ていることから、施設での預かりだけでなく、居宅訪問によるサポートについて
も検討されたい。

● 冒険遊び場は、子どもの居場所というだけでなく、「屋外型子育て支援」の場とし
て、関係部署との連携を検討されたい。

● 一人一台タブレット端末環境を維持するため、端末の修理予算を確保されたい。
● 小中学校におけるタブレット端末の取り扱いについて、リテラシー向上に、より努
められたい。

● 「hyper- ＱＵ」の継続的な活用においては、幅広い学年での活用を検討されたい。
● 小中学校において、災害時にもWi-Fi が利用できるように、環境整備をされたい。
● スクールカウンセラー、教育センターのスクールソーシャルワーカー増員を早期に
実現されたい。

● 「新たな学校づくり推進計画」において、保護者、市民に対して、説明会などを行
い、さらなる丁寧な対応に努められたい。

● 自由民権資料館について、専門職の研修を適切に行い、育成を図られたい。そして、
公文書の整理などに関わる者についてはアーキビスト研修など専門的な知識の取
得に努められたい。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

���など計７６件の意見を附帯決議として付しました。など計５3件の意見を附帯決議として付しました。

て
の
花
の
時
期
は
、
遠
方
か
ら
も

お
い
で
に
な
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
を
仮
設
の
駐

車
場
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
期
間

だ
け
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
台

数
は
約
20
台
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
は
無
料
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員
　
多
目
的
休
憩
棟
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
公
園
緑
地
課
長
　
公
園
を
利
用

な
さ
る
方
の
休
憩
に
ご
利
用
い
た

だ
く
施
設
と
考
え
て
お
り
、
開
放

す
る
形
で
ご
利
用
い
た
だ
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
と
か
も

あ
り
ま
す
。

　
委
員
　
遊
具
広
場
に
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
結
構

大
き
め
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
公
園
緑
地
課
長
　
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
の
複
合
型
の
も
の
で
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
と
し
て
は

普
通
の
大
き
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

体
的
な
検
討
を
し
て
い
く
中
で
、

学
童
保
育
の
こ
と
も
含
め
て
ど
う

い
う
手
当
が
必
要
な
の
か
と
い
う

も
の
は
、
子
ど
も
生
活
部
と
一
緒

に
考
え
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
す
。

　
委
員
　
統
廃
合
の
候
補
地
を
決

め
た
と
き
に
、
小
山
田
小
学
校
、

小
山
田
南
小
学
校
の
候
補
地
に
つ

い
て
の
議
論
で
は
ど
ん
な
審
議
が

行
わ
れ
た
か
、
簡
単
に
ご
紹
介
を

い
た
だ
き
た
い
。

　
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進
課
長

　

大
き
な
視
点
と
し
て
は
２
つ
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
通
学
し
や
す

い
場
所
に
位
置
が
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
視
点
と
、
こ
れ
か
ら
学
校

環
境
、
学
校
の
施
設
環
境
と
い
う

も
の
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
ゆ
と
り

あ
る
施
設
環
境
が
つ
く
り
や
す
い

場
所
は
ど
ち
ら
な
の
か
と
い
う
視

点
で
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
　
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
工

と
し
て
、
ベ
ン
チ
や
か
ま
ど
ベ
ン

チ
、
野
外
卓
、
水
飲
み
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
災
害
拠
点
と
い
う
ふ
う
に

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
駐
輪
場
を

整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。
駐
車
場

の
台
数
と
有
料
か
ど
う
か
も
教
え

て
ほ
し
い
。

　
公
園
緑
地
課
長
　
災
害
拠
点
か

ど
う
か
で
す
が
、
ま
だ
実
際
に
指

定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
平
地
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
は
そ
う
い
っ
た
視
点
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
駐
輪
場
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
駐
車
場
は
、
図
面
上
で
仮
設

駐
車
場
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
通
常
は
公
園
利
用
者
の
多

目
的
広
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

こ
う
と
考
え
て
い
る
も
の
で
す
。

７
月
の
終
わ
り
か
ら
８
月
に
か
け

　
委
員
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用

に
つ
い
て
も
検
討
は
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
学
童
保
育
の
と
こ
ろ

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進
課
長

　

20
年
度
の
審
議
会
の
話
に
な
り

ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
よ
う

な
路
線
バ
ス
以
外
の
方
法
も
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

認
識
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

小
山
田
地
区
に
お
い
て
は
、
通
学

の
負
担
軽
減
策
な
ど
に
つ
い
て
、

対
象
地
域
の
公
共
交
通
機
関
や
道

路
の
状
況
、
そ
の
と
き
に
ど
れ
ぐ

ら
い
の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か
と

い
う
人
数
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
総

合
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
適
し

て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
設
置
を

し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
小
山

田
地
区
の
基
本
計
画
検
討
会
で
具

９月1３日・1４日・２1日
に議案８件、認定２件
の審査を行いました。

８月２９日、９月1３日・1４日・２1
日に議案８件、認定１件、請
願３件の審査を行いました。文教社会建　設

小
山
田
小
学
校
の
廃
校
時
期

見
直
し
の
議
論
を
求
め
る
請

願小
山
田
蓮
田
緑
地
整
備
工
事

請
負
契
約

委員会の付託された議案等を審査
　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各常任委員会の主な審査状況をお知らせします。
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◎
９
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：１１５名

月

日

内
　
　
容

８
２９
㊋
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

５

３０
㊌
議
案
説
明
会

第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

９
１
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

４

４
㊊

本
会
議

９

５
㊋

６

６
㊌

３

７
㊍

２３

８
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１１
㊊
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１１

１２
㊋

１３
㊌
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

３４

１４
㊍

１１

１９
㊋
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

２１
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

２９
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
総
務
）

９

　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテー
プ版、デイジー版）の「町田市議会だより」を発行し
ています。ご希望の方
は、議会事務局調査
法制係（☎０４２－７２４－
４０４９）までお申し込み
ください。

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業

の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献

す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
（
循
環
型
経
済
）
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
硬

膜
外
自
家
血
注
入
療
法
）
に

対
す
る
適
正
な
診
療
上
の
評

価
等
を
求
め
る
意
見
書

０
１
８
サ
ポ
ー
ト
の
給
付
金

を
生
活
保
護
の
収
入
認
定
か

ら
除
外
す
る
よ
う
調
整
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優

生
手
術
等
を
受
け
た
者
等
に

対
す
る
幅
広
い
救
済
を
求
め

る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

　
本
定
例
会
で
は
意
見
書
５

件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
７３
号
議
案
　
町
田
市
鶴
川

緑
の
交
流
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

町
田
市
鶴
川
緑
の
交
流
館
に
設

置
す
る
自
転
車
駐
車
場
等
の
利
用

時
間
及
び
駐
車
料
金
を
設
定
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

第
７４
号
議
案
　
町
田
市
プ
ー

ル
の
衛
生
管
理
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業

活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整

備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

本
会
議
の　

本
会
議
の　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

伴
い
、
関
係
す
る
規
定
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
７７
号
議
案
　
町
田
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
の

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
す
る
規
定
を
整
理
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

第
７８
号
議
案
　
町
田
市
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者

負
担
額
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
が
２
人
以
上
い
る
保
護
者
に

つ
い
て
、
保
育
所
等
の
利
用
者
負

担
額
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
７３
号
議
案　
町
田
市
鶴
川

緑
の
交
流
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

議
員　
改
正
の
目
的
、
駐
車
料

金
に
つ
い
て
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
改

正
の
目
的
に
つ
い
て
で
す
が
、
現

在
、
町
田
市
鶴
川
緑
の
交
流
館
に

は
無
料
の
自
転
車
駐
車
場
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
施
設
利
用
者
以

外
の
方
の
駐
車
が
多
く
、
施
設
を

利
用
す
る
方
が
駐
車
で
き
な
い
状

況
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

駐
車
場
に
利
用
時
間
及
び
駐
車
料

金
を
設
定
す
る
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。
駐
車
料
金
で
す
が
、
自
転

車
が
３
０
０
円
、
原
動
機
付
自
転

車
等
が
４
５
０
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
近
隣
に
あ
る
駐
車
場
の

料
金
を
参
考
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
町
田
市
鶴
川
緑
の
交
流
館

条
例
施
行
規
則
を
改
正
し
、
施
設

利
用
者
の
方
や
利
用
時
間
が
３０
分

を
超
え
な
い
方
の
駐
車
料
金
を
免

除
し
、
無
料
と
す
る
予
定
で
す
。

　

議
員　
図
書
館
を
利
用
す
る
人

た
ち
は
ど
う
い
う
扱
い
に
な
る
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
駐

車
料
金
免
除
を
想
定
し
て
い
ま
す

の
は
、
ホ
ー
ル
の
利
用
者
、
観
覧

を
さ
れ
る
方
、
会
議
室
の
利
用
者
、

参
加
者
、
鶴
川
駅
前
図
書
館
利
用

者
、
鶴
川
駅
前
連
絡
所
利
用
者
、

カ
フ
ェ
利
用
者
、
テ
ラ
ス
や
交
流

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
利
用
者
で
、
い

ず
れ
も
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
時
間

帯
に
つ
い
て
対
象
と
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

旧
優
生
保
護
法
が
９６
年
に
改
正

さ
れ
優
生
手
術
に
関
す
る
規
定
が

削
除
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
法
律

の
も
と
で
手
術
を
受
け
た
方
は
約

８
４
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
々
に
対
し
て
１９
年
４
月

に
議
員
立
法
で
一
時
金
の
支
給
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
２３
年
の
７

月
末
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
の
は
１

０
５
４
件
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
優
生
手
術
が
２０
年
以
上
前
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
、
精
神
障
が
い
、

知
的
障
が
い
等
に
よ
り
被
害
の
把

握
に
困
難
が
伴
う
こ
と
も
一
因
で

す
。
請
求
期
限
が
２４
年
４
月
２３
日

と
迫
る
中
、
当
事
者
の
幅
広
い
救

済
に
向
け
て
国
が
責
任
を
持
つ
よ

う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
５
類
移
行
後
、
正
確
な
感
染
状

況
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
起
こ
り
う
る
感
染
の
ピ
ー
ク

や
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、

新
た
な
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

（
疫
学
調
査
）」
を
全
国
の
地
方

公
共
団
体
の
下
水
処
理
場
で
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。
地
域
の
感
染
の

初
期
段
階
か
ら
兆
候
が
分
か
る
可

能
性
が
あ
り
、
そ
の
後
の
感
染
規

模
や
増
減
の
傾
向
も
把
握
で
き
る
。

国
に
お
い
て
は
、
早
急
に
、
「
内

　

交
通
事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
、
落
下

事
故
、
暴
力
な
ど
全
身
へ
の
外
傷

等
を
原
因
と
し
て
発
症
す
る
脳
脊

髄
液
漏
出
症
（
減
少
症
）
の
治
療

法
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法

が
２
０
１
６
年
よ
り
保
険
適
用
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
保
険
適
用
の

要
件
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
起
立

性
頭
痛
を
有
す
る
患
者
に
係
る
も

の
」
と
い
う
条
件
を
伴
わ
な
い
患

者
が
い
る
た
め
、
医
療
の
現
場
で

は
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、

脳
脊
髄
液
の
漏
出
部
位
は
一
箇
所

　

今
年
で
６
回
目
と
な
る
高
校
生

と
町
田
市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１１
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

１３
時
３０
分
～
１６
時

■
内
容　

以
下
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
①
「
政
治
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
に
は
？
～
高
校
生
の

ア
イ
デ
ア
で
投
票
率
Ｕ
Ｐ
を
～
」

　

テ
ー
マ
②
「
自
分
が
市
長
だ
っ

た
ら
何
を
や
り
た
い
か
？
」

※
詳
細
は
町
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
」
が

司
令
塔
と
な
っ
て
、
厚
生
労
働
省
、

国
土
交
通
省
、
各
地
方
公
共
団
体

が
連
携
し
て
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
事
業
を
全
国
展
開
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

と
は
限
ら
ず
、
頚
椎
や
胸
椎
部
で

も
頻
繁
に
起
こ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
以
上
の
新
た
な
現
状
を
踏

ま
え
、
２
点
に
お
い
て
適
切
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

気
候
変
動
防
止
に
向
け
た
脱
炭

素
化
（
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
）
や
、
生
物
多
様
性
へ
の
自
然

再
興
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
）
は
、
人
類
社
会
を
持
続
可
能

に
す
る
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ

の
た
め
、
資
源
効
率
性
の
最
大
化

と
環
境
負
荷
の
低
減
の
両
立
を
目

指
し
、
リ
ニ
ア
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
直
線
型
経
済
）
か
ら
、
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
型

経
済
）
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

　

政
府
に
対
し
、
循
環
経
済
関
連

ビ
ジ
ネ
ス
を
新
た
な
成
長
産
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
脱
炭
素
と
自
然

再
興
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
を
目
指
し
、

特
段
の
取
組
み
を
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

２
０
２
３
年
９
月
１
日
か
ら
申

請
が
始
ま
っ
た
東
京
都
の
「
０
１

８
サ
ポ
ー
ト
」
は
、
都
内
在
住
の

全
て
の
１８
歳
以
下
の
子
ど
も
に
対

し
、
１
人
当
た
り
月
額
５
０
０
０

円
（
年
額
６
万
円
）
を
支
給
し
、

学
び
な
ど
子
ど
も
の
育
ち
を
切
れ

目
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
あ

る
。
子
育
て
世
帯
に
歓
迎
さ
れ
る

事
業
で
あ
る
が
、
生
活
保
護
受
給

の
場
合
は
、
収
入
認
定
さ
れ
、
そ

の
分
の
生
活
保
護
費
が
減
額
と
な

る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
恩
恵
を

受
け
ら
れ
な
い
実
情
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て

は
、
支
給
額
を
収
入
認
定
か
ら
除

外
す
る
よ
う
可
及
的
速
や
か
に
再

調
整
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

第
６
回　
高
校
生
と
町
田

市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

１０
月
２０
日
に
都
立
小
川
高
等
学

校
に
て
、
３
年
生
を
対
象
に
開
催

さ
れ
た
「
町
田
市
議
会
議
員
の
仕

事
を
知
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
」
に
各
会
派
か
ら
代
表
の
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
校
生
か

ら
の
、
「
な
ぜ
議
員
に
な
っ
た
の

で
す
か
」、「
今
後
ど
ん
な
町
田
市

に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
」
な
ど

の
質
問
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

令
和
４
年
度
政
務

令
和
４
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

告
に
つ
い
て

令和４年度政務活動費会派別収支報告一覧表 都
立
小
川
高
等
学
校
と

町
田
市
議
会
議
員
の

交
流
授
業
に
つ
い
て

員
の
考
え
な
ど
を
話
し
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
会
派
別
収
支

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（単位：円）

会派名 まちだ市民 
クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田 

をつくる会 日本共産党 無所属
諸派 

（おぜき重太郎・ 
矢口まゆ）

諸派 
（熊沢あやり）

諸派 
（中川幸太郎）

所属議員数 
（令和5年3月31日時点） 9人 6人 5人 5人 4人 3人 2人 1人 1人

交付月数 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分 12 ヶ月分

収入額（交付額）※ 6,480,000 4,320,000 3,600,000 3,600,000 2,880,000 2,160,000 1,440,000 720,000 720,000 

実
支
出
額

人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

調査活動費 505,926 1,820,916 432,528 588,066 137,880 415,200 69,031 0 0 

研修・研究
・会議費 346,646 142,220 9,000 56,227 0 47,750 0 0 0 

資料作成費 3,962 0 0 0 0 11,000 0 0 0 

資料購入費 369,882 471,034 705,812 338,079 123,828 230,987 0 0 0 

広報費 3,377,850 285,140 2,821,633 1,700,704 1,582,130 1,159,113 1,585,834 0 690,360 

通信運搬費 588,857 561,442 76,413 434,522 0 318,333 0 0 0 

事務費 1,303,671 676,549 208,353 490,582 426,810 125,376 0 0 22,840 

合計 6,496,794 3,957,301 4,253,739 3,608,180 2,270,648 2,307,759 1,654,865 0 713,200 

残余金（返還額） 0 362,699 0 0 609,352 0 0 720,000 6,800 

※収入額（交付額）は、各月1日（基準日）における会派の所属議員数に、月額6万円を乗じて得た金額の月数分です。
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